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1　沿　　　　革

本市では、明治22年の市制施行と同時に上水道設置の要望が高まり、明治43年から水源地調査などが開始され

た.その結果、水源地として八景水谷・水前寺などが、また、配水池として熊本城・立田山などがそれぞれ候補

地として挙げられたが、水利関係などにからむ貯余曲折を-て、大正11年3月に、八景水谷を水源地に、立田山

を配水池とする計画の事業認可を受けた。

本事業は、大正12年4月に関係住民との了解も成り、大正13年11月(総事業費約212万円)に竣工し通水をみ

m

その後、市周辺町村の合併が進むとともに、水道も拡充されたが、第2次大戦による施設の荒廃と戦後の市人

口の増加は必然的に配水能力の不足を招き、戦後の一時期は、時間給水などにより運営せざるをえない状態と

なった。

これに対処するため、水源地の確保を主とした第1次拡張事業に着手した。まず、第1期工事として、旧三菱

重工業の施設を男卑し健軍(現健軍水源地)に水源を求軌総事業費1,700万円により昭和25年8月に竣工し、 l・

日の配水能力も36,000rdと増鼓された。

第2期工事として、昭和25年8月に、目標年次昭和40年における給水人口20万人、 1日最大給水量60,000irfと

して着工し、 -本木及び亀井の2水源地の新設、立田山配水池の増設などを、総事業費約3億320万円により昭和

31年11月に完工している。

引き続いて昭和33年1月に、昭和46年における給水人口35万人、 1日最大給水量103,000nfとした第2次拡張

事業(5カ年計画)を着工し、川尻・城山の両水源地の新設、徳王配水池の新設、健軍・八景水谷両水源地の井

戸増設及び立田山配水池の増設などを実施(総事業費7億9,800万円)し、昭和40年3月に完成、これにより川尻

・城山・高橋地区が新たに給水区域となった。

昭和40年代に入ると、都市活動の急速な進展とともに市周辺部への市街地の肱がりはめざましく、水の需要増

は次の計画の発足を急がせ、昭和41年4月第3次拡張事業に着手した。当初計画は、昭和55年における給水人口

425,700人に対して1日最大給水量165,000niを給水するための事業を、 10カ年間事業として実施するとして発足

した。しかし、予想以上の急激な水需要の伸びにより、昭和44年10月には目標年次における1日最大給水量を21

1,140汀至とする第1回の計画変更を余儀なくされた。

また昭和47年1月、西部地区の原水の除鉄、除マソガソ浄水施設を設置するため、第2回目の計画変更を行っ

た。

さらに昭和48年1月には、託麻村の合併と市街地の拡大等に対処するため、給水区域の変更に併せて給水人口

461,000人、 1日最大給水量283,000nfとし、事業年次を昭和53年度(目標年次昭和55年)まで延長した第3回計

画変更を実施した。しかしながら、昭和54年度からの発足を予定した新拡張計画の取水地点が変更となったこと

などから、急きょ、昭和54年1月に、目標年次を昭和56年と.した第4回計画変更を行い、昭和55年度で完了した。

第3次拡張事業の目標年次が昭和56年であることに加えて、都市構造の変化と市民の生活水準の向土等による

将来の水需要は更に増大するものと考えられ、併せて御幸・田迎・画図などの末給水区域の解消などを包含した

第4次拡張事業の策定を急ぎ、昭和55年2月に、目標年次平成2年、給水人口615,800人、 1日最大給水量

370,000nfとする事業の認可を得て昭和55年度から着手し昭和62年度の完成を目指して事業を進めてきた.
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しかし、昭和59年頃から社会経済情勢の変化等により給水量の伸びが鈍化傾向となり、昭和61年3月、水需要

に即応した計画の見直しを行い、その結果、当初の完成年度を昭和62年度から平成2年度まで進度調整するとと

もに、当面平成2年の給水人口を615,800人から557,700人へ、 1日最大給水量を370,000r舶、ら340,000rdにそれ

ぞれ変更した。

本市の水道水は、おいしい水として知られているが、これは上水道の水源が全て地下水であることと、しかも

その地下水が阿蘇山の火山活動によって形成された火山性の地層中で生成されていることに起因しており、厚生

省が昭和59年4月に発表した全国の「おいしい水の要件」の分析結果でも、本市の水道水は特においしい水道

(深井戸)の部にラソクされ、特級水としての折り紙が付けられている。さらに昭和59年8月、厚生省の「おい

しい水研究会」の利き水結果においても、全国で3本の指にはいり、昭和60年4月の報告において、水道水のお

いしい都市に選ばれている。

また、昭和60年5月には、本市水道の発祥の地である八景水谷水源地が、厚生省の「近代水道100選」に選定さ

れている。

このように美味しく、貴重な地下水を長期的かつ有効に利用するという目的から、第4次拡張事業及び施設整

備事業の一環として施工した管理センターが、昭和63年5月全市域的に壕働し、この結果「情報処理・遠隔監視

制御システム」による全水道施設の一元的管理が可能となり、水の効率的運用が図られることとなった。

第4次拡張事業計画

日額年次　　　　平成2年

基本計画　　　　計画給水人口　　　　557,700人　1日最大給水量　　340,000n?/冒

1人1日最大給水量　　544&/入日　1人1日平均給水量　　445」2/人目

総事業費　　　　32,404,039千円(内起債31,033,000千円)

事業内容

取水施設

井戸新設　14本(内予備井2本)取水能力58,000nf/日

導水施設

導水管　　　口径800-150mm　　　　延長-7, 427m

浄水施設

滅菌装置　　7式

送水施設

送水ポンプ　4台

送水管　　口径700品　　　　　　延長-5,401m

配水施設

配水池　　　5池　容量58,750irf

配水ポンプ　8台

配水管　　　口径l,350-75mm　　　　延長-246,322m
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2　事　業　概　要

(I)給水普及状況

区 分

年度

行 政 区 域 内 給 水 区 域 内 現 在 給 水 普 及 率

( B / A )人 口 (A ) 戸 数 人 口 戸 数 人 口(B ) 件 数

5 9

人 戸 人 戸 人 件 %

5 5 0 ,3 1 8 1 9 3 ,0 9 1 5 5 0 ,0 0 3 19 3 ,0 2 4 5 0 4 ,0 5 7 18 0 ,7 23 9 1 .6

6 0 5 5 4 ,0 6 2 1 9 2 ,7 8 0 5 5 3 .7 4 7 19 2 ,7 13 5 1 1 ,4 5 8 18 4 ,7 78 9 2 .3

6 1 5 5 9 ,7 3 9 1 9 5 ′0 5 5 5 5 9 ,4 5 1 19 4 ,9 8 5 52 0 ,9 13 18 9 ′5 6 7 9 3 .1

6 2 5 6 4 ,1 6 9 19 6 ,9 2 0 5 6 3 ,8 7 0 1 9 6 ,8 4 5 53 0 ,7 4 9 19 3 ,6 8 4 9 4 .1

6 3 5 6 8 ,8 2 4 1 9 9 ,5 3 7 5 6 8 ,5 1 8 19 9 .46 8 53 9 ,8 9 9 19 9 ,4 67 9 4 .9

(2)配　水　量

区分

年度
総 配 水 量

1 日 最 大 1 日 最 小 1 日平 均 1人 1 日最 1人 1 日平 最 大月の 1 日

配 水 量 配 水 量 配 水 量 大配水量 均配水 量 平 均 配 水 量

59

irf ri ni d l 盟 ni

79 ,699 ,636 7′16 2 64,377 1/1 157 ,241 218 ,355 524 433 248 ,657

60 79 ,477 ,020 7′30 2 58 ′6 01 1/1 152 ,882 217,745 502 423 240 ,772

6 1 80 ,146 ,199 7/ 30 2 58 ,7 19 1/1 163 ,29 1 219′579 498 422 239 ,54 1

6 2 80 ,521 ,229 7′14 2 57,155 1′1 162 ,295 220,003 48 5 415 235 ,117

6 3 8 1,946 ,907 7′13 269,9 21 1/ 1 168 ′302 224,512 500 416 250 ,350

(3)有収水量と無効水量

区 分

年 度
総 有 収 水 量

1 日平 均

有 収 水 量

有 収

率
無 収 水 量

無 収

率
総 有 効 水 量

1 日 平 均
有 効 水 量

有 効

m
無 効 水 量

無 効

率

5 9
n n i % n i % d n i % 3m %

63 , 9 5 2 ,8 13 1 7 5 , 2 1 3 8 0 .2 1 53 ,7 3 9 0 . 1 9 6 4 ,1 0 6 ,5 5 2 1 7 5 ,6 3 4 8 0 .4 1 5 ,6 7 5 ,9 8 8 1 9 .6

6 0 6 4 , 1 7 1 , 1 17 1 7 5 ,8 1 1 8 0 .9 17 0 , 4 1 0 0 .2 1 6 4 ′3 4 1 ,5 2 7 1 7 6 ,2 7 8 8 1 .1 1 5 ,0 0 6 ,4 0 1 18 .9

6 1 6 5 , 0 9 0 ,6 2 6 1 78 ,3 3 0 8 1 .3 1 3 4 ,43 5 0 .1 7 6 5 ,2 2 5 ,0 6 1 1 7 8 ,6 9 9 8 1 .4 1 4 ,8 7 0 ′7 6 6 1 8 .6

6 2 6 6 ,1 2 5 ′7 9 6 1 8 0 ,6 7 2 8 2 .2 1 9 0 ,7 9 1 0 .2 4 6 6 ,3 16 ,5 8 7 18 1 ,1 9 3 8 2 .4 1 4 ,1 3 5 ,4 8 4 1 7 .6

6 3 6 8 ′2 8 8 ,9 8 6 1 8 7 ,0 9 3 8 3 .5 1 9 2 ,9 7 6 0 .2 4 6 8 ,4 8 1 ,9 6 2 18 7 ,6 2 2 8 3 .7 13 ,3 4 3 ,8 4 1 1 6 .3

(4)水道管延長

区 分

年 度
導 水 管 延 長 送 水 管 延 長 配 水 管 延 長

5 9 2 3 ,7 7 6 24 ,6 8 1 1 ,5 5 8 ,7 9 3

6 0 2 3 ,7 7 6 24 ,6 8 1 1 ,6 0 1 ,5 7 5

6 1 24 .76 9 25 , 3 27 1′6 4 6 ,5 2 8

6 2 25 , 22 5 25 , 4 08 1 ,7 0 8 ,7 8 2

6 3 2 4 , 39 0 25 , 7 34 1 ,7 7 7 ′15 6
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(5)口径・用途別給水量及び収入状況
(昭和63年度)

区 分

口 径 . 用 途 B r
給 水 量 構 成 比 収 入 構 成 比

般

用

mm ri % 円 %

1 3 40 ′03 3 , 6 98 5 8 .6 4 ,1 3 2 ,4 6 5 ,9 8 8 4 8 .4

2 0 9 , 30 1 , 1 3 4 1 3 .6 1 ,0 3 2 ,0 6 5 ,2 5 3 1 2 . 1

2 5 5 ,65 5 ,5 00 8 1.6 7 6 0 ,9 3 7 ′4 6 8 8 .9

4 0 4 ,3 7 8 ,9 8 2 6 .4 7 98 .9 3 5 ,2 6 5 9 -4

5 0 3 ,0 4 7 , 1 75 4 .5 5 9 3 ′0 9 5 ,4 0 5 6 .9

7 5 3 ,42 2 ,4 62 5 .0 7 0 2 ,6 0 3 ′8 4 0 8 -2

1 0 0 1 ,7 3 1 ,5 34 2 .5 3 6 4 ,7 9 7 ,2 0 0 4 .3

1 5 0 32 1 ,3 00 0 .5 6 9 ,3 9 7 ,0 5 0 0 .8

浴 場 営 業 用 12 8 ,5 30 0 .2 5 ,0 6 8 ,2 8 0 0 . 1

共 用 5 0 ,5 40 0 .1 3 ,0 4 6 ′7 1 0 0 .0

時 用 2 18 , 1 3 1 0 -3 78 ,5 0 0 ,2 0 5 0 .9

計 6 8 ,2 8 8 ,9 8 6 10 0 8 ,5 4 0 ,9 1 2 ,6 6 4 1 0 0

(6)漏水防止対策

ア　漏水調査

区 分
年 度 調 査 管 路 延 長

漏 水 防 止

(修 繕 ) 件 数
推 定 防 止 量 調 査 修 理 費

5 9

1皿 件 n ?/ 日 千 円

6 3 2 1 ′12 2 6 ,9 67 4 9 ,2 3 2

6 0 4 8 2 94 9 5 ,5 16 4 1 ,8 0 2

6 1 6 4 6 9 19 3 , 03 1 4 6 ,2 2 3

6 2 8 15 1 ,4 0 0 6 , 77 5 5 0 ,3 0 8

6 3 1 ′0 5 8 1 ′7 4 5 7 , 74 0 7 9 ′1 1 0

イ　配水管整備事業

区 分

年 度
口 径 工 事 件 数 布 設 替 延 長 工 事 費

5 9
m m m 件 m 千 円

3 0 0 ′、 7 5 2 0 l l ,7 7 4 4 0 8 ′4 5 0

6 0 2 0 0 ′) 7 5 3 4 13 ,2 9 8 4 0 1 ′6 9 9

6 1 3 0 0 7 5 5 9 1 5 ′19 3 5 2 6 .6 0 8

6 2 3 0 0 7 5 4 1 13 ,2 9 2 5 4 8 ,5 0 3

6 3 2 5 0 7 5 7 2 2 4 ′6 6 2 8 4 6 ,0 5 8
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3　料金及び加入金

(1)水道料金
平成元年3月28日改定

平成元年8月1日支払料金から通用

区分

口径

. 用途別

基 本 料 金

( 1 月につ き)

従 量 料 金 ( 1 Id につ き)

第 一 段 第 二 段 第 三 段 第 四 段

般

用

13 8 it!以下 58 0円 9 n f以上

20 n f以下

100円

21 Id 以上

30 nf以下

120 甲

31 ni以上

40 n!以下

130 円

4 1rf 以上

150 円

20 8 n号以下 73 0

25 8 ni以下 1,03 0

40 2 ,800

1 Id 以上

50 rf 以下

150円

5 1n f以上

lO O n壬以下

160 円

lOl nf以上

500 n?以下

180 円

501n i以 上

210円

50 6 ,200

75 ll,000

100 19 ,000

150 40 ′000

浴 場 営 業 用 15 0nf以下4 ,000 円 15 1ri 以上 I n!につ き 40 円

共 用 給 水 装 置
1戸 につき6 ni以下

(基本水量)3 00 円

基 本水量 を こえる水量 1 Ⅱ壬につ き 50 円

一 時 用 1 nfにつ き3 60 円

私 設 消 火 せ ん
口径50m 未満20 分以内 1 個 1 回につ き 300 円
口径50m 以上20 分以内 1 個 1 回につ き 600 円

連合専 用給水装置 1 戸 につ き一般 用の料金 を適用

(注)　料金は、上記料金表の基本料金と従量料金との合計額に、 100分の103を乗じて得た額
(1円未満の端数は、切り捨て)とする.

(2)共同住宅の料金

「共同住宅」とは、受水槽を設けて給水を受ける集合住宅を

いう。

共同住宅で、各戸に局で定めたメーターが取付られている場

合は、各戸毎のメーター口径に応じた「一般用」の料金を適

用する。

共同住宅で、各戸にメーターが取付られていない場合は、上

表の「一般用口径20mm」の料金を適用する。 (ただし各戸均等

使用とみなす。)
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(3)加入金書芸票芸芸28safes

メ ー タ ー 口 径 基 準 額

nm 円
1 3 6 0 ,0 0 0

2 0 1 2 0 ,0 0 0

2 5 1 8 0 ,0 0 0

4 0 6 0 0 ,0 0 0

5 0 1 ,2 0 0 ′0 0 0

7 5 3 ,0 0 0 ,0 0 0

1 0 0 6 ,0 0 0 ,0 0 0

1 5 0 1 2 ,0 0 0 ′0 0 0

(注)増径工事の場合は現在の口
径と新口径の差額に、 100分の103
を乗じて得た額とする.
加入金は上記の基準額に100分

の103を乗じて得た額とする。



(4)料金収納状況

. ∴ 調 定 額 収 納 額 収 納 . 率

件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 & II

59

件 円 件 円 % %

2 ,126 ,666 8 ,105 ,63 1′450 1,9 18 ,087 7 ,39 2 ,995,765 9 0 .19 9 1.2 1

60 2 ,162 ,462 8 ,08 1,9 46 ′38 1 1,953 ,258 7 ,369 ,8 81,636 90 .33 9 1.19

6 1 2 ′199 ,396 8 ,15 6,559,243 1,985 ,794 7 ′412 ,883 ,919 90 .29 90 .88

6 2 2 ,239 ,450 8 ,27 1 ,763 ,531 2,0 21,467 7 ,518 ,948 ′482 90 .27 90 .90

6 3 2,285 ,615 8 ,540 ′912 ,664 2 ,062′358 7 ,769 ,894 ,971 90 .23 90 .97

4　経　営　状　況

(1 )収益的収支の推移
(単位　円)

年 度

事 項
5 9 6 0 6 1 6 2 6 3

総 収 益 8 ,8 18 ,6 5 9 ,6 8 0 9 ,0 4 8 ,6 7 1 ′0 5 4 9 , 10 3 ,6 3 1 ,4 0 3 9 ′2 7 7 ′3 02 ,8 7 9 9 ,7 5 8 ′8 4 4 ,7 9 8

料 金 収 入 8 ,1 0 5 ,6 3 1 ,4 5 0 8 ,0 8 1 ,9 4 6 ,3 8 1 8 , 15 6 ,5 5 9 ′2 4 3 8 ,2 7 1 ′7 63 ′5 3 1 8 ,5 4 0 ,9 1 2 ,6 6 4

そ の 他 収 入 7 13 ′0 2 8 ,2 3 0 9 6 6 ,7 2 4 ′6 7 3 9 4 7 ′0 7 2 , 16 0 1 ,0 05 ′5 39 ′3 48 1 ,2 1 7 ,9 3 2 ,1 3 4

総 費 用 8 ,3 3 7 ,6 5 9 ,9 10 8 ,5 3 4 , 16 8 ′1 10 8 ,7 7 3 ,9 6 7 , 19 0 9 ,3 05 , 2 7 5 ′4 7 0 9 ,1 7 6 ,8 5 5 ′5 6 7

職 員 給 与 費 2 ,2 8 1 ′2 8 4 ,3 5 9 2 ′2 5 2 ′9 2 5 ,0 8 0 2 ′15 8 ,4 5 9 ,7 0 3 2 ′4 6 6 , 4 2 4 , 0 4 1 2 ,1 0 0 ′9 3 1 ,1 5 7

電 力 費 8 3 8 ,0 8 1 ,8 8 1 8 4 9 ,6 10 ,3 4 1 7 7 4 ,2 28 , 3 56 7 15 ,9 5 1 , 6 1 3 6 7 6 , 16 2 ,5 1 9

物 件 費 1 10 ,6 9 2 , 13 0 10 7 , 10 8 , 18 6 1 2 2 ′0 8 3 , 78 5 1 1 2 , 0 9 9 , 5 6 6 1 2 2 ′4 3 7 ,5 0 5

減 価 償 却 費 1 ,3 0 4 ,8 0 1 ,7 4 0 1 ,4 12 ,7 0 4 ′1 10 1 ′5 2 0 ,2 4 9 ′3 5 4 1 ,5 9 0 ′5 9 0 , 6 1 2 1 ,6 8 8 ,2 13 ,8 8 2

支 払 利 息 2 ,5 2 1 ′06 4 ,3 6 8 2 ,6 5 6 ,7 5 2 ,5 32 2 ′7 7 1 ,3 4 1 ,0 2 4 2 ′8 8 1 ′9 5 1 ,6 9 4 2 ′9 8 0 ,4 8 0 ,0 2 8

そ の 他 1 ,2 8 1 ,7 3 5 ,4 3 2 1 ,2 5 5 ,0 6 7 ,8 6 1 1 ′4 2 7 ,6 0 4 ,9 68 1 ,5 38 ,2 5 7 ,9 4 4 1 ′6 0 8 ,6 3 0 ,4 7 6

単 年 度 損 益 4 8 0 , 9 99 ,7 7 0 5 14 ,5 0 2 ,9 4 4 3 2 9 ,6 6 4 ,2 1 3 △ 2 7 ,9 7 2 ,5 9 1 5 8 1 ,9 8 9 ,2 3 1

(2)資本的収支の推移
(単位　円)

年 度

事 項
5 9 6 0 6 1 6 2 6 3

資 本 的 収 入 3 ,2 98 ,5 9 9 ′1 0 6 2 ,9 2 4 , 7 5 9 ′2 6 8 3 ,1 8 1 ,8 6 5 ,1 3 3 3 ,1 4 1 ′7 8 9 ′1 6 9 2 ,9 1 3 , 6 7 1 ,6 3 1

企 業 債 3 ,0 3 2 , 0 0 0 , 0 0 0 2 , 6 7 5 , 2 0 0 ,0 0 0 2 ′7 2 8 ,0 0 0 ,0 0 0 2 ,6 4 0 ,0 0 0 ′0 0 0 2 ′4 1 0 ′0 00 ,0 0 0

そ の 他 収 入 2 6 6 ,5 9 9 ′1 0 6 2 4 9 , 5 5 9 ,2 6 8 4 5 3 ,8 6 5 ′1 3 3 5 0 1 ′7 8 9 ′1 6 9 5 0 3 ′6 7 1 ,6 3 1

資 本 的 支 +EH 4 ,3 0 5 ′0 2 0 ,18 9 4 ′3 0 0 ,0 5 5 ,2 2 9 4 ′5 3 3 ,4 3 7 ,3 9 6 5 ′0 4 6 ,9 5 2 ′1 1 0 5 ′4 2 8 ′9 42 ,3 6 5

建 設 改 良 費 3 ,9 3 3 ′4 9 6 ,8 1 5 3 ,78 3 ,8 5 2 ,0 6 6 4 ,1 4 2 ,4 1 0 ,3 8 6 4 ,5 3 6 ,8 3 7 ′13 1 4 ,7 8 9 , 9 9 6 ,9 58

企 業 債 償 還 金 3 7 1 ′5 2 3 , 3 7 4 5 1 6 ,2 0 3 ,1 6 3 3 9 1 ,0 2 7 ,0 1 0 5 1 0 ,1 14 ,9 7 9 6 38 , 9 4 5 ,4 0 7

資 本 的 収 支 不 足 額 1 ,0 0 6 ,4 2 1 , 0 8 3 1 ,3 7 5 ,2 9 5 ′9 6 1 1 ,3 5 1 ,5 7 2 ,2 6 3 1 ,9 0 5 ,1 6 2 ,9 4 1 2 ,5 1 5 , 2 7 0 ,7 3 4
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(3)供給単価及び給水原価
(単位　円/ri)

年度

事項 54 55 56 57 58 5 9 60 61 62 63

供 給 単 価 86 .97 8 6 .76 86 .36 86 .01 86 .0 5 126 .74 125 .94 12 5 .31 125 .09 125 .07

給 水 原 価 76 .36 8 6 .13 94 .31 109 .ll 113 .3 7 127 .26 129 .77 13 1 .20 137 .59 131 .55

l損 益 10 .61 0 .63 △7 .95 △ 23 .10 △ 27 .3 2 △0 .52 △3 .83 △ 5 .J △ 12 .50 △6 .48

5　職員数及び給与

(1)職種別職員数 (平元.4. 1現在)

職 種 別
性 別

特 別 職 事 務 職 技 術 職 検 針 そ の 他 計

男 1 125 186 3 9 4 355

女 0 24 1 0 0 25

計 1 149 187 3 9 4 .. 380

(2)職種別1人月平均給与額等 (平元. 4月分)

職 種 別

事 項
特 別 職 事 務 職 技 術 職 検 針 そ の 他 全 体

基 本 給 ( 円 ) 5 9 3 ,5 0 0 2 5 9 ,0 2 6 2 8 6 ,0 2 5 18 0 ,2 6 1 3 9 9 ,5 5 0 2 6 5 ,7 2 5

特 殊 勤 務 手 当 ( 円 ) 0 1 2 ,1 7 1 l l ,5 5 5 1 4 ,1 8 9 10 ,0 0 0 1 2 ,0 5 2

超 過 勤 務 手 当 ( 円 ) 0 1 8 ,7 8 9 2 5 ,3 9 6 5 ,3 2 2 4 5 ,6 3 3 2 0 ,9 4 6

そ の 他 の 手 当 ( 円 ) 0 1 4 ,5 6 0 1 4 ,9 3 0 l l ,4 0 9 13 ,9 7 5 1 4 ,4 1 2

合 計 ( 円 ) 5 9 3 ,5 0 0 3 0 4 ,5 4 6 3 3 7 ,9 0 6 2 1 1 ,1 8 1 4 6 9 , 15 8 3 1 3 ,1 3 5

年 齢 ( 義 ) 5 8 .0 7 3 6 .1 0 4 0 .0 0 2 8 .0 8 5 6 .0 6 3 7 .0 8

勤 続 年 数 ( 午 ) 2 .0 4 1 4 .1 0 17 .1 0 7 .0 2 3 1 . 10 1 5 .0 8

(注)　全体欄は特別職を除く
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6　施

(1)水道施設

設

(平元.4. 1現在)

名 称 竣 工 年 次 施 設 能 力

施 設 内 容

井 戸 * 7 "

浅 潔 取 水 送 水 配 水

水

顔

也

八 景 水 谷 大 1 4 - 5 24 ′O O O n f/ 日 2 本

1

2 本 2 台 6 台 A■コ
竺 本 葉 昭 2 5 . 1 2 92 ′0 0 0 1 2 5 4 6

2 7 . l l 17 ,3 0 0 3 3 3
角 蓋 3 0 . 3 1 1 ′0 0 0 1 3 4 3

3

4

4

4

Î ^ H k IU SAŜ ^ ^ ^ ^ ^ H
U j 3 8 . 3 l l ,0 0 0 4 4

窯 壁 田
蘇

4 4 . 3 37 ′00 0 9 9 4

3

3 .

造 山 肇 4 6 . 2

5 0 . 3

5 4 . 50 0
6 ′7 0 0

1 0

2

1 0

2
5 1 . 3 1 0 ,0 0 0 4 4 3

庄 口 5 8 . 3 38 , 00 0 8 8

送
水

」

戸 島 昭 6 0 . 6 l . lO O n f/ 時 ポ ン プ 4 台

醍

水

也

立 田 山 大 14 . 3 2 2 ,5 0 0 n i 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト造 り 5 池

ffi 昭 3 5 . 3 1 0 ,5 0 0 ′′ 4
城 山 3 8 . 3 2 , 63 0 ′′ 2

^^ 蝣 t*JV i!i!̂ ^ ^ ^ ^ ^ H ′′
健 軍 4 9 . 5 2 4 , 0 0 0 ′′ 2
万 日 山 5 1 . 5 5 , 0 0 0 ′′ 2

・K am i ′′
小 山 山 5 6 . 3 ,3 , 50 0 ′′ 2
川 尻 5 7 . 3 4 , 0 0 0 〝 1
秋 田 5 8 . 5 4 0 , 0 0 0 ′′ .2

加

圧

ボ

ン′

プ

節

島 崎 昭 3 8 . 5 7 2 n i/ 時 ポ ン プ 2 台

長 迫 3 9 . 9 1 08 ′′ 2
立 田 山 4 0 . 3 7 5 0 ′′ 2
去 監 屠 4 3 . 6 2 4 〝 2

4 4 . 3 1 3 .2 ′′ 2
つ つ じ ヶ 丘 4 4 . 1 0 2 1 ′′ 1
妻 鑑 書 菜 去 4 7 . 1 2 7 5 ′′ 2

5 0 . 3 2 5 .2 ′′ 2
>'> 5 3 . 6 2 .4 ′′ 2

5 4 . 9 6 0 ′′ 2
辛 5 5 . 3 4 .5 ′′ 2

舞 岡 吉 5 6 . 3 6 0 ′′ 2
5 6 . 3 1 5 ′′ 2

水 道 記 念 館 4 9 . 6 資 料 展 示 物 5 0余 点

(注)　施設能力欄中　水源地-・-取水最大能力　配水池--容量　加圧ポンプ所一一揚水量を示す

(2)局　舎

所　在　地　熊本市水前寺6丁目2番45号

敷地面額　9,344nf

(本　館)

建物面積　延3,480ni

着　　　工　昭和37年12月28日

竣　　　工　昭和38年12月20日

構　　　造　鉄筋コンクリート、地下1階、

地上3階、塔屋1階

総　工　費190,621千円

(別　館)

延3, 359n?

昭和56年4月28日

昭和57年5月12日

鉄筋コンクリート

地下1階、地上3僧

626,667千円
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(3)管理センター

所　在　地　熊本市水前寺6丁目2番45号(局舎別館3階)

竣　　　工　昭和58年7月

目　　　的　健軍水源地をはじめとする市内全域の送配水施設の情報処理及び遠隔監視制御をコンビ一夕に

よる集中的な一元管理によって、水の安定供給と水道施設の経済的運用を図る。

設備概要　ア　情報処理設備

中央処理装置

入出力タイプライター

磁気テープ装置

CRTディスプレイ装置

カラー--ドコピー装置

式
　
台
　
台
　
台
　
台

N
 
O
J
　
　
^
　
　
C
O
 
W

そ　の　他

イ　遠隔監視制御設備

水源地系遠隔監視制御装置(親局・子局) 13　式

加圧ポンプ所系　　　　　〝

路上局系

グラフィ　ックパネル

バックアップ操作卓

smgmョ

ウ　気象観測設備

エ　自家用発電設備及び無停電電源設備

12　式

至fK?

1　式

1　式

(4)水質検査室

所　在　地　熊本市水前寺6丁目2番45号(局舎別館1階)

竣　　　　工　昭和57年5月

水質分析機器　ガスクロマトグラフィー

原子吸光分光光度計

分光光度計

イオソクロマトグラフィー

イオンアナライザー

高速液体クロマトグラフィー

そ　の　他

年度別水質検査検体数

3　台

1　式

2　台

1　式

1　台

1　式

年度

区分
59 60 61 62 63

原 水 . 109 112 127 134 130

浄 水 140 148 144 144 144

絡 水 栓 水 80 79 76 76 276

有機塩素化合物 107 130 169 271 226

依頼給水栓水 92 78 73 86 96

そ の 他 27 33

合 計 528 547 589 738 905
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(5)水道資料館(仮称)

目　的

本市上水道は、阿蘇西麓に酒養された豊富で清列な地下水を水源として、大正13年11月に八景水谷水源地か

らの通水以来、今日まで絶えることなく供給し続けてきたが、豊富な地下水も限りがある。

近年、地下水の質・量への市民の関心が高まるなか、更に上水道や地下水に対する市民の理解を深め、水の

有効利用や節水-の再認識を図りながら、 21世紀を担う児童生徒の学習の場としても活用し、地下水の保全あ

るいは自然環境保護に努め全国に誇れる水道水を次世代に継承する.

建設概要

所　在　地

建築面積

延床面横

構　　　造

着工予定

竣工予定

開館予定

総　工　費

熊本市八景水谷1丁目7 (八景水谷公園内)

約2, 300n?

約l,200nf

鉄筋コソク1)-ト造り・平屋建

平成元年11月

平成2年6月

平成21年8月

約490,000千円
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